２０１０道本部組織労働局発第３７０号

２００９年６月１８日

各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　　山　上　　潔
2010人事院勧告期の取り組みについて（２）
－人事院総裁宛大型はがき行動の取り組みについて－
連日の取り組みに、心より敬意を表します。
さて、すでにお示しした、2010人勧期要求実現にむけての方針に基づいて、以下のとおり、人事院総裁宛の大型はがき行動の取り組みを提起します。各単組・総支部におかれましては、取り組みの徹底をお願いします。
なお、参議院選挙闘争と重なった時期の取り組みとなりますが、ご多忙のところ、誠に恐縮ですが、ご協力をお願いします。
記

○　人事院総裁宛大型はがき行動について
１　取組期間　　６月21日（月－はがき到着次第）～７月27日（火）
２　取組対象　　全組合員及びその家族（組合員１人５名）

３　記入方法　　大型はがきの氏名欄に組合員及びその家族の名前と住所を記載します。
はがき１枚につき、10名記載できるようにしてあります。単組名をはがき裏面の記入欄に必ず記入してください。（スタンプで構いません）

　
４　配布数　　組合員数×５÷10の数を基本に各単組へ送付します

　　　　　　　　各単組においては、取り組み後、直接人事院総裁に対して直送してください（はがきはまとめて梱包し送付しても構いません）。その場合の費用については、各単組負担とします。

　　　　
５　取組報告　　集約枚数、集約人員数を別紙に記載し、道本部賃金労働部へ、ＦＡＸで報告願います。

６　報告期日　　第１次集約　７月23日（金）

　　　　　　　　　最終集約　７月28日（水）
※　７月27日の第２次中央行動時までに、第１次報告を自治労本部へ行いますので、その段階までに最大限の取り組みをお願いします。残りは最終集約までに報告願います。
７　発送日　　はがきが完成次第、印刷業者より各単組・総支部へ送付します。目途としては６月21日（月）までに最低でも到着できるよう作業を進めています。

	 


人事院総裁宛大型はがき行動

単組名　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　　　　　　
枚数　　　　　　　　　　　　　　　筆数　　　　　　　　　　　　　　　　

送付先：自治労道本部賃金労働部（ＦＡＸ：011-700-2053）
大型ハガキイメージ（白色）
〒　１００－８９１３　


人事院総裁　江利川　　毅　様

	私たちは2010人事院勧告に向け、

以下のとおり要求します。


 
○　公務員労働者の月例給与の水準を維持・改善する勧告を行うこと。特に50歳代後半層の給与の定率引き下げは行わず、段階的に官民の均衡を図る措置を検討すること。
○　一時金の支給月数は、公務員労働者の生活を防衛するために必要な支給月数を確保すること。２年連続大幅な引き下げは行わないこと。

○　臨時・非常勤職員等の処遇改善を実現すること。特に国の非常勤職員の日々雇用制度に代わる措置に、任用の上限を３年としないこと。
○　地域別官民比較の方法、公表のあり方は十分協議し、比較結果に基づいて俸給表を改悪しないこと。

○　公務員連絡会の要求に基づいて十分交渉・協議し、合意に基づいて勧告・報告すること。
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	単組名
	


自 治 労 北 海 道 本 部
東京都千代田区霞ヶ関１‐２‐３











　　　人事院総裁


　　　　　　　江　利　川　　毅　　様
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